
　

　本号の特集は，「“活動”水準を高める理学療法士の専門性」である. これは，2001 年に
改訂された ICF，心身機能・構造，活動，参加に準じた“活動”に焦点を絞り，その真髄
を模索しようとするものである．
　人間が生存するためには，生命が基盤になるが，より人間らしく活き活きと生（活）き
て実存するためには，諸々の条件が満たされる必要があるのはいうまでもない．人間は生
（活）きていく過程でそれらの条件を自ら獲得しようとする．しかし，やむなく他者の援
助・支援を必要とする状況に陥ることがある．
　理学療法士も，他の専門職と同様，リハビリテーション医学・医療に関する問題解決・
改善を願う対象者を援助・支援する立場にある．そのなかで，対象者の“活動”水準を高
めるために，理学療法士に求められる論理や介入方法はいかなるものであろうか．
　内山氏には，「理学療法モデルの構築と臨床実践」と題して，新たな理学療法モデルの
構築とその実践方法を多角的に論じて頂いた．活動量と活動範囲を軸にして活動水準が模
式化されているのは興味深い．
　日下氏には，「人間の“活動”水準に関与する社会心理的因子」と題して，まさしく人
間の活動水準に影響を及ぼす社会的，心理的，文化的因子について幅広く論じて頂いた．
　山　¿ 氏他には，「患者の“活動”水準を高める応用行動分析学的介入」と題して，行動
問題の具体的な解決方法について論じて頂いた．終極的には，いかにセルフ・マネージメ
ントへの誘導ができるかがポイントになる．
　中島氏他には，「患者の“活動”水準の評価」と題して，筆者らが実際に試作して使用
している生活全般の活動水準を評価しうる方法論について提示して頂いた．まだ課題は残
るが「活動評価チャート」を整備するうえで参考になる．
　樋口氏他には，「患者の“活動”水準と心身機能・構造との関連性－急性期脳血管障害
患者での考え方－」と題して，発症 1 か月以内の脳血管障害患者の活動と心身機能・構造
との関連性や介入方法などについて論じて頂いた．入院期間が短くなればなるほど，対象
者の活動を効率的に高める工夫が求められる．
　村山氏には「患者の“活動”水準を高める理学療法士の専門性－回復期リハビリテーショ
ン病棟を中心に」と題して，回復期における課題について論じて頂いたが，理学療法士と
しての専門性よりも病棟スタッフ間の連携が重視されている印象を受ける．

（奈良　勲）
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